
春近発電所 大規模改修

改修前 改修後 増減

最 大 出 力 23,600kW 25,600kW
2,000kW増
（8.5%増）

年 間 発 電

電 力 量

93,600千kWh

（約26,000世帯）

108,000千kWh

（約30,000世帯）

14,400千kWh増

（15.4%増）
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春近発電所は高遠ダムから

取水して約１０ｋｍをトンネル

で導水して発電しています。

また、高遠ダムからは農業

用水も取水して、約１，８００

ｈａの農地に水を供給してい

ます。

春近発電所（昭和３３年）

春近発電所（令和８年４月）

大規模改修
の概要

春近発電所の大規模改修は令和２年から調査・設計を開始して、令和４年１１月に

発電を停止、大規模改修を進め、令和７年４月から運転を再開しました。
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高遠コヒガン桜発電所内部（新しくなった発電機）

新たな展示棟

【 60年のバトンを未来の君へ ～エネルギーをつなぐ～】

をテーマに企業局の歴史の展示や発電所の操作なども体験できるシミュレーター、春近発電所のしくみや

エネルギー啓発など映像から楽しく学習できる設備を備えた総合学習室など、水力発電所の歴史や仕組み、

そして再生可能エネルギーの大切さを未来へつなげる展示施設です。

高遠コヒガン桜

展示棟の１階にある総合学習室では壁の３面を使った超ワイドスクリーンに投影する迫力のある
映像をお楽しみいただけます。
「ＩＮＡ（イナ）」が案内する「探査船イーナバード」に乗って地上から空中、水中へと春近発電所の
いろいろなことを知る大冒険に出かけよう！

長野県企業局では、２０５０ゼロカーボンの実現に向けて、再生可能エネルギーの供給を拡大するため、新たな水力発電所の

建設や既存発電所の大規模改修を進めています。

なかでも長野県南部の伊那市にある春近発電所は、戦後の経済復興に必要な電力を補うため、三峰川総合開発事業の一環

として、昭和３３年に完成した県営最大の発電所で、60余年にわたり発電を続けてまいりましたが、このたび老朽化した施設

を大規模改修いたしました。

６０年前の先人から引継ぎ、地域を支え続けたエネルギーを今後６０年先の未来へ、そして未来の子供たちへとエネルギーを

つなぎたい。そんな願いが春近発電所の大規模改修には込められています。

はじめに

長野県 伊那市

探査船イーナバード

INA（イナ）

展示棟の２階には企業局の歴史の展示や、
発電所の操作などを体験できるシミュレーター
実際に使われていた水車などを展示しています。
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春近発電所の歴史をもっと知りたい方はここをクリック
※長野県営電気事業50周年記念誌 （平成22年
発行）から「三峰川総合開発事業への参画」を
抜粋、春近発電所のほか美和ダムなどの詳
 しい 歴史を知ることができます。
発電所諸元など古い情報なのでご注意ください。

ロゴAI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

https://www.pref.nagano.lg.jp/nanhatsu/oshirase/documents/50syuunenn.pdf
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